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特集テーマ 志免町議会について�

8名の議員がズバリ町政を問う!�

委員会活動レポート�

議会改革視察報告�

政務活動費報告�

いいね! 志免町（シルバー人材センター）�

町民の声から、志免町の未来を考える。

FEATURE

議会改革の軌跡
〜開かれた議会、身近な議会をめざして〜

特集志免町議と
語る会



♦	オンデマンドバスの導入について
♦	学童保育所の現状と課題について
♦	小中学校の生徒数について
♦	小中学校の給食の現況について
♦	いじめ及び不登校対応について
♦	�第2期志免町教育振興基本計画及び評
価報告書について

♦	志免町の魅力発信について
	 （まちの観光及びブランディング）
♦	�竪坑櫓の歴史資料としての価値の
	 検証と継承について
♦	図書館の現状と課題について
	 視察研修  佐賀県武雄市図書館
♦	未就園児の子育て支援について
	 （誰でも通園制度を含む）
	 視察研修  �神奈川県大和市つどいの広場	

事業「こどもーる」
♦	ふるさと納税について
♦	特別支援学級の現状と課題について	
	 視察研修  �東京都豊島区要小学校の	

インクルーシブ教育
♦	�スポーツフェスタ、文化祭の成果と	
課題について

♦	竪坑櫓について
	 �VR(バーチャル・リアリティ／
	 仮想現実）も完成！
	 �竪坑櫓の活用  提言書を提出する予定

総務文教常任委員会の取組み・調査事項

開かれた議会になっていると思う

SNSの
積極的な活用

議員と
触れ合える
機会を増やして

シニア世代の
政策を期待する

議員報酬は
適正なのか

どうしたら
立候補しやすく
なるの

きっと志
●

免
●

は今より 面白くできる

委員会の3年間の取組を説明し、
形式で話し合いを行いました

志免町議志免町議と と 語る会語る会をを開催開催
開かれた議 会を目指して

町民の声を届ける 仕組みを明確に

議員自己紹介

いただきました

町民の方によるグループ発表

●	�学校体育館エアコン設置に関する	
提言書を提出
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貴重なご意見を

第16回

4月18日
（土）​

きっと志
●

免
●

は今より 面白くできる
志免町議

と
語る会

今回のテーマ​

総務文教常任委員会と厚生建設常任
　グループごとにワークショップ

志免町議志免町議と と 語る会語る会をを開催開催
開かれた議 会を目指して

志免町議会について

■	介護予防と生活支援
■	健康長寿の取組
	 視察研修  沖縄県北中城村
■	地球温暖化対策
■	公園活用
■	シーメイトのレストランの活用
■	道路の危険箇所
■	地域防災
■	生活支援の現状と実態について
	 視察研修  志免町社会福祉協議会
■	都市計画について
	 視察研修  沖縄県北谷町
■	ファミリー農園の現状と
	 今後の在り方について
■	ゼロカーボンの現状と展望について　
■	下水道整備状況及び
	 水洗化率について
	 視察研修  多々良川浄化センター
■	防犯灯等の現状と課題について
■	志免町内の道路について

●	健康寿命延伸への取組の
	 提言書を提出
●	志免町における防犯灯の維持管理
	 に関する提言書を提出

厚生建設常任委員会の
取組み・調査事項

65名参加

議員の
社会保障を整備し
安心して
活動できる環境を

議員定数を増やすことも
必要なのでは

町民の声を届ける 仕組みを明確に

電子投票で投票率アップを

町民の方によるグループ発表

町民の方によるグループ発表
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65名 13%80%

ご参加ありがとうございました！ とても思う・少し思うと回答関心がある・少しあると回答
参加 議員になりたい議会に関心あり

議会への期待・課題議会への期待・課題

議員のなり手について議員のなり手について

自由意見自由意見

議会に力を入れてほしい分野
●高齢福祉 �  32名
●子育て・教育 �  31名
●インフラ整備 �  31名
●防災・安全 �  24名
●情報発信 �  20名
●議会改革 �  16名
●地域経済・雇用 �  15名

議会に足りないところ　
●議員の政策力
●もう少し町民にアピール
●地域経済活性化
●若さ・若い発想
● �個人のSNSでアピールをする
● �町内行事への参加をしてほしい
●発信力が不足している

● �町民との交流を促進するためにこのような会を持つことは有意義と思う
● �議員数の少ない中、よく活動されていると思います
● �身近の住民に対してこまめに接して欲しい
●�とても良い意見交換会でした。スライド紙資料を配布されていれば良いと思いました
● �議員活動の見える化をしてもらいたい。若い世代へアピール
●�とても勉強になりました
● �何事も迅速に処理・解決を図る
● �町民の意見吸い上げに頑張ってください

議員になりたいですか
●あまり思わない �  14名
●機会があればなりたい �  6名
●ぜひなりたい �  2名

議員になりたいと思わない理由は
●仕事や家庭との両立が難しそう �  18名
●責任が重い �  16名
●選挙のハードルが高い �  15名
●収入が不安定・少ない �  12名
●活動内容がわからない �  8名
●人間関係やしがらみ �  7名
●興味がない �  6名

どのような環境であれば議員に挑戦しやすいですか
●報酬の見直し �  30名
●仕事との両立 �  22名
●議員活動の見える化 �  12名
●子育て支援 �  7名
●制度見直し �  7名
●研修支援 �  4名

皆さまの声を  力に、
開かれた議会  ・信頼される
議会を目指し  てまいります。

アン ケート結果 未回答あり
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皆さまの声を  力に、
開かれた議会  ・信頼される
議会を目指し  てまいります。

4月18日(土)に開催した「志免町議と語る会」
年代や性別を問わず、たくさんの方にご参加いただき、貴重なご意見・ご提案をいただきました

ここに皆さまの声をまとめてご報告します

志免町議と語る会
65名の声から見えた 議会への期待

皆さまの声
ありがとうございました

アン ケート結果

とてもある

Q 議会に関心ありますか

Q 議会の情報はどこで知りましたか
（複数回答）

Q 今後どのような形なら
      参加しやすいか
（複数回答）

ご回答者について1 議会の関心・認知度2

25名（40%)

少しある 26名（42%)

あまりない 11名（18%)

全くない 0名（0%)

20代

年代

性別

1名（2%)

30代 1名（2%)

男性

30名
(51%)

女性

29名
(49%)

40代 8名（12%)

50代 13名（20%)

60代以上 41名（64%)

議会だより 45名

SNS 10名

ホームページ 0名

議員の活動報告 12名

知人・口コミ 15名

特にみていない 2名

とても思う

Q 議会や議員との関わりは必要か

議会の見え方・評価3 参加と関わりについて4

46名（74%)

46名

少し思う 12名（19%)

あまり思わない 4名（7%)

全く思わない 0名（0%)

とても感じる

Q 志免町議会は身近に感じますか
23名（36%)

少し感じる 24名（38%)

あまり感じない 15名（24%)

全く感じない 1名（2%)

分かりやすい

Q 議会の活動は分かりやすいか
13名（21%)

やや分かりやすい 23名（38%)

分かりにくい 21名（34%)

全くわからない 4名（7%)

今回のような語る会

オンライン開催 11名

少人数の座談会 11名

イベント形式 13名

その他 3名皆さまのご意見は、今後の
議会活動・広報活動の改善に
活かしてまいります。
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志免を「もっと便利に」 要望書提出

開かれた議会を目指して
議場に触れる機会を

高校を飛び出し、
次世代の情熱が議場へ

「猛暑から子ども達を守る」
体育館エアコン設置への提言

志免の未来を担う「声」と
本気で向き合う

子ども達が「志免町」に触れた
特別な1日

もっともっと
開かれた議会を目指して

3年間の取り組みを
映像にまとめました

こちらのQRコードから
見れます。

SCAN

ME!

地下鉄・都市高速延伸

服部県知事

議場コンサート 議員模擬体験

地下鉄・都市高速延伸

福岡市議会

体育館エアコン設置

議会から町長へ

議会改革の軌跡
3年間の取り組み

政策提言する議会へ
調査・研究や議員間討議を充実させ政策提言機能
を強化する

通年議会の導入検討
緊急時や行政課題に迅速に対応できる通年議会
の導入を研究する

広聴機能の強化
意見交換やイベントを通じて町民の声を議会活動
に反映する

議会広報・情報発信の充実
広報ツールやSNSを活用し、議会活動の情報発信
を充実させる

議員のなり手確保
若い世代が立候補しやすい環境づくりと、議員報
酬のあり方を研究する

これからの取り組み
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債務負担行為

志免町税条例の改正 …専決処分…

6月定例会は、5日から12日までの8日間の会期で開かれました
議案2件を可決
人事案件12件(農業委員会委員12名)に同意しました
一般質問は6月8日・9日の2日間で8名が行いました

6月
定例会

特定一般用医薬品等購入費を支払った場合の医療費控除の適用期間の延長
　セルフメディケーション税制の適用期間の延長　（R9.1.1施行）
　「現行」 平成30年度から令和9年度  
　「改正」 平成30年度以後

住宅借入金等特別税額控除の適応期間の延長　（R9.1.1施行）
　住宅ローン控除の適応期間の延長
　「現行」 平成22年度から令和20年度まで
　「改正」 平成22年度から令和25年度まで

固定資産税の免税点の見直し　（R9.4.1施行）
　�物価指数の上昇を踏まえ、固定資産税の免税点の引き上げ
　（令和9年1月1日以降を基準日とする固定資産税から適用）

予算常任委員会は、６月１０日・１１日の２日間に集中審議し、予算を可決しました。

令和8年度 一般会計補正予算

総額 190億8,033万円1,233万円増 

全員賛成
可決

全員賛成
可決

学童保育を、町内4小学校・15支援単位で実施
•	 学童保育事業業務委託料 �  7億4,213万円
	 令和9年度(R9.4.1～)の運営を行うにあたり、今年度に契約が必要であるため
議員 	�現在一括して発注しているが、学校ごとなど、分割発注することで、地域の中小事業者も参入しやすくなるのでは
答弁 	�一括発注によるスケールメリットや人員配置を含む、サービス提供体制等総合的にみて、選択している

•	道路陥没の原因解明調査
	 片峰1丁目地区既設管路調査業務委託料 �  306万円増
	 令和8年3月に発生した道路陥没の原因解明調査と既設管閉塞設計を行うもの
•	今年は南里3町内会に決定
	 コミュニティ助成事業 �  110万円増
	 宝くじの社会貢献広報事業の一環として地域に密着して活動する団体等に対して助成を行うもの
議員 	�対象団体に制度の周知は、徹底されているのか
答弁 	�まちの魅力推進課が、責任を持って周知・運用に努める

議員 	�申請手続きが、難しいのではないか
答弁 	�担当課が、しっかり相談・支援を行う

債務負担行為とは…事業が複数年度に渡る場合に予算の先取りを行う行為

専決処分とは…町議会を開催する時間的余裕がないため、町長が議会に代わって決めること。
セルフメディケーション税制とは…対象の市販薬（スイッチOTC医薬品）を年間1万2千円以上購入した場
合に、所得控除が受けられる医療費控除の特例。
免税点とは…同一名義人が所有する土地・家屋・償却資産について、課税標準額の合計が一定の額に満たな
い場合は、固定資産税を課税しない金額。

町のお金どうなった??（主なものを掲載）

（改正前） （改正後）
土　　地   30万円   30万円（改正なし）
家　　屋   20万円   30万円
償却資産 150万円 180万円
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答 

資
格
者
数
は
現
在
36
名
。
活
動
状
況

は
把
握
し
て
い
な
い
。

問 

地
域
住
民
、
町
内
会
、
学
校
、
防
災

士
な
ど
地
域
全
体
で
防
災
力
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
連
携
体

制
を
構
築
し
て
い
く
の
か
。

答 

防
災
士
の
資
格
を
持
っ
た
方
が
地
域

に
入
り
込
ん
で
タ
ッ
グ
を
組
む
、
そ
し

て
防
災
士
の
方
と
町
の
連
携
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

問 

ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
長
時
間
利
用
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
の
睡
眠
時
間
の
減

少
が
指
摘
さ
れ
る
が
、町
と
し
て
子
ど

も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
ネ
ッ
ト
メ

デ
ィ
ア
依
存
対
策
は
行
っ
て
い
る
か
。

答 

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
依
存
に
特
化
し

た
取
組
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
各

学
校
に
お
い
て
生
徒
指
導
や
健
康
に

関
す
る
指
導
の
中
で
、
年
間
を
通
じ

て
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

わ
れ
て
い
る
。
町
が
作
成
し
た
学
習
の

手
引
き
に
お
い
て
、
保
護
者
へ
の
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

問 

堺
市
で
は
、
不
登
校
と
睡
眠
不
足
が

関
連
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
調
査
で
分
か

り
、中
学
校
で「
み
ん
い
く
」を
導
入
。

　

不
登
校
が
5
年
間
で
半
減
。
春
日
市

で
も
同
様
に
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
減

少
。
志
免
町
と
し
て
も「
み
ん
い
く
」を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長 

防
災
士
の
方
と
町
の

連
携
を
進
め
る

今
後
の
地
域
防
災
力
の

方
向
性
は

問 

先
日
、
日
本
防
災
士
会
福
岡
県
支

部
と
志
免
町
が
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

地
域
防
災
を
進
め
る
う
え
で
意
義
あ

る
取
組
で
あ
り
、
今
後
の
防
災
力
向
上

に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。
今
後
、

小こ

森も
り 

弘ひ
ろ

美み 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

ズバリ

町
政
を
問
う
！

8P-9P

小森 弘美 議員
① 「みんいく」の推進が必要なのでは
② 今後の地域防災力の方向性は

丸山 真智子 議員
① 孤立させない見守り体制の課題
② プレーワーカーの育成予算化を

10P-11P

藤瀬 康司 議員
① 校区単位コミュニティが必要
② 電子回覧板の導入を

安河内 祐子 議員
① なぜ男女共同参画推進が必要か

稻永 義美 議員
① 高齢者支援のさらなる充実を
② 子どもが安全に移動できる町へ

12P-13P

牟田口 武史 議員
① 外国籍の子ども達の教育環境は
② 運動が苦手な子どもへの支援は

岩下 多絵 議員
① 市内の国際交流事業積極活用を

稲永 隆義 議員
① 総合計画を議会と町民で共有を

◦	�一般質問とは議員が町政全般（一般
事務・事務の執行状況・将来に対す
る方針など）について、町長など執
行機関の考えを議員個人として問
いただすことです。

	 �質問の内容は事前に通告し、持ち時
間30分の範囲内で※1問1答で行い
ます。

	 ※�質疑、答弁を理解するまで繰り返
す方法

◦	�会議録に基づき議員個々の自由編
集で掲載しております。詳細は会
議録（HP・図書館・各公民館に置く）
をご参照ください。掲載は質問順
としています。
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答 

先
進
地
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
、
大

事
。
調
査
研
究
し
、
取
組
み
が
進
む
よ

う
努
め
た
い
。

地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
か
伺
う
。

答 

日
本
防
災
士
会
福
岡
県
支
部
と
の
協

定
に
よ
り
、
地
域
防
災
力
ア
ッ
プ
事
業

を
行
う
。
防
災
士
が
、
自
主
防
災
組
織

に
入
り
込
み
、
防
災
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
い
く
。
ま
ず
は
こ
の
事
業
を
町
内

会
長
会
議
で
も
周
知
す
る
。

問 

志
免
町
で
は
、
防
災
士
資
格
取
得
者

数
や
活
動
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

問 

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と

な
り
、
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
と

行
政
や
専
門
機
関
と
繋
ぐ
パ
イ
プ
役

を
務
め
る
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
生・
児
童
委
員
の
充
足
率

は
。
足
り
な
い
場
合
の
カ
バ
ー
は
ど

う
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
ん
な

名
簿
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答 

定
員
50
名
、
4
名
欠
員
で
、
不
在

地
域
は
、
福
祉
課
が
中
心
と
な
り
対

応
を
行
っ
て
い
る
。
70
歳
以
上
全
員

の
名
簿
を
配
っ
て
い
る
。

問 

70
歳
以
上
の
独
居
世
帯
や
75
歳
以

上
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
見
守
り

同
意
者
数
は
。
見
守
り
は
誰
が
す
る

の
か
。

答 

同
意
さ
れ
た
人
数
は
、
70
歳
以
上

単
身
の
方
が
1
3
7
9
人
、
75
歳
以

上
の
み
の
方
は
1
0
0
5
人
。
町
内

会
で
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
様
々
な

指
導
を
実
施
。
中
学
校
に
お
い
て
は
、

生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
た
取
組
も
行

わ
れ
て
い
る
。
町
が
作
成
し
た
学
習
の

手
引
き
に
お
い
て
、
保
護
者
へ
の
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

問 

堺
市
で
は
、
不
登
校
と
睡
眠
不
足
が

関
連
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
調
査
で
分
か

り
、中
学
校
で「
み
ん
い
く
」を
導
入
。

　

不
登
校
が
5
年
間
で
半
減
。
春
日
市

で
も
同
様
に
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
減

少
。
志
免
町
と
し
て
も「
み
ん
い
く
」を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問 

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
登

録
人
数
と
台
帳
の
配
布
先
。
ま
た
台
帳

を
活
用
し
た
支
援
は
で
き
て
い
る
か
。

答 

登
録
者
数
は
1
9
1
人
。
台
帳
の
配

布
先
は
町
内
会
長
と
民
生・
児
童
委
員
。

活
用
で
き
て
い
る
か
ま
で
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。

答 

子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
づ
く
り

の
重
要
性
つ
い
て
継
続
的
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
保
護
者
に
睡
眠
の
大
切

さ
を
普
及
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　 「
み
ん
い
く
」と
は

　

睡
眠
の
仕
組
み
や
眠
り
が
心
と
体
に

与
え
る
力
に
つ
い
て
学
び
、
正
し
い
睡

眠
教
育
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
が

睡
眠
教
育
と
い
い
、略
し
て「
み
ん
い
く
」

と
い
う
。

町
長 

先
進
地
の
事
業
を
参

考
に
努
め
た
い

プ
レ
ー
ワ
ー
カ
ー
の
育
成

予
算
化
を

問 

子
ど
も
の
権
利
条
約
第
31
条
に
は
、

休
む
こ
と
だ
け
で
な
く
、
遊
ぶ
こ
と
も

子
ど
も
の
権
利
と
書
い
て
あ
る
。

　

自
分
の
責
任
で
遊
ぶ
の
が
モ
ッ
ト
ー

の
プ
レ
ー
パ
ー
ク
が
、
生
き
る
力
を
育

む
遊
び
場
と
し
て
全
国
に
広
が
っ
て
い

る
。
必
要
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答 

自
分
た
ち
で
自
由
に
遊
べ
る
場
所
の

提
供
は
必
要
だ
と
思
う
。

問 
志
免
町
で
も
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
方
た
ち
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
頑
張
っ

て
あ
る
。
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
人
材
育
成
が
急
務
。
養
成
講
座
を
行

い
、活
動
費
が
出
せ
な
い
の
か
。

「みんいく」の推進が
必要なのでは

孤立させない
見守り体制の課題

町長  睡眠の大切さを普及
していきたい

町長  町内会、民生委員
と連携を図る

丸ま
る

山や
ま 

真ま

智ち

子こ 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

堺市「みんいく」のチラシ
（出典 堺市ホームページ）

日本防災士会福岡県支部と志免町の調印式
プレーパーク（平成の森公園）

•�

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考
え
た

保
育
所
等
訪
問
支
援
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

ご存知ですか？ 民生委員・児童委員を
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大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

困
難
だ
と
か
、
回
し
た
く
な
い
と
相

談
は
受
け
た
こ
と
は
な
い
。

問 

役
員
の
負
担
軽
減
だ
け
で
な
く
若
者

層
や
情
報
発
信
に
有
効
な
電
子
回
覧
板

を
導
入
し
て
は
。

答 

今
の
時
点
で
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。

答 

男
女
共
同
参
画
も
世
の
中
で
は
進
ん

で
い
る
が
、
そ
の
根
底
は
人
権
教
育
で

あ
る
。
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
社
会
貢

献
で
き
る
人
権
教
育
を
、
し
っ
か
り
積

み
上
げ
て
ま
い
り
た
い
。

問 

男
女
共
同
参
画
は
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
に
つ
な
が
る
。「
あ
な
た
ら
し
さ
が

社
会
の
チ
カ
ラ
」と
い
う
認
識
が
広
が
る

こ
と
を
切
望
す
る
。

問 

第
6
次
志
免
町
総
合
計
画
も
今
年

度
よ
り
後
期
に
入
り
、
新
た
に
男
女

共
同
参
画
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
の
町
民

調
査
結
果
は
。

答 

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
い
う
考

え
方
に
依
然
と
し
て
3
割
が
同
感
。

問 

男
女
の
地
位
の
平
等
感
の
認
識
は
。

答 

特
に
政
治
の
場
で
約
8
割
、
職
業

幼
児
期
教
育
の
充
実
し
た
取
組
み
は
。

答 

性
別
で
の
色
分
け
や
順
番
、
呼
名
、

区
別
や
決
め
つ
け
を
し
な
い
等
の
配
慮
。

問 

学
校
教
育
に
お
け
る
取
組
み
は
。

答 

小
学
校
高
学
年
の
社
会
や
、
中
学
三

年
生
の
社
会
科
公
民
分
野
で
、
男
女
共

同
参
画
の
理
念
を
意
識
し
た
教
育
を
歴

史
背
景
や
、
日
本
国
憲
法
の
平
等
の
原

則
を
も
と
に
継
続
的
に
学
ん
で
い
る
。

問 

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
災

害
対
策
の
取
組
み
は
。

答 

志
免
町
防
災
会
議
の
委
員
に
女
性

職
員
を
優
先
し
て
い
る
。
そ
の
他
避
難

所
で
の
更
衣
室
、
授
乳
室
等
の
確
保
や
、

色
々
な
視
点
に
特
化
し
た
備
蓄
品
の
拡

充
等
行
っ
て
い
る
。

問 

自
助
、
共
助
、
公
助
に
よ
る
役
割
分

担
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
て

動
く
こ
と
が
大
事
。
福
岡
市
や
他
の
自

藤ふ
じ

瀬せ 

康や
す

司し 

議
員

安や
す

河こ
う

内ち 

祐ゆ
う

子こ 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

問 

全
国
的
に
少
子・
高
齢
化
や
人
口

減
少
な
ど
町
内
会
の
加
入
率
低
下
や

役
員
の
高
齢
化
、担
い
手
不
足
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
地
域

活
動
を
支
え
て
き
た
仕
組
み
の
維
持

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
、

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の
状
況
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答 
町
内
会
、
役
員
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
は
町
と
し
て
、
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。
地
域

活
動
へ
の
参
加
者
が
減
少
し
て
、
ま

た
特
定
の
方
に
役
員
負
担
が
集
中
す

る
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
。
町
と

し
て
は
、
町
内
会
業
務
の
簡
素
化
や

行
政
に
よ
る
支
援
体
制
の
見
直
し
を

進
め
て
い
る
。

問 

町
内
会
加
入
率
が
低
下
し
て
お
り

10
年
後
、
20
年
後
に
、
こ
の
状
況
が

ず
っ
と
継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
危

惧
は
な
い
の
か
。

答 

加
入
率
の
減
少
は
今
後
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
将
来
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

と
い
う
心
配
も
し
て
い
る
。

問 

こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
町
内
会
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て

校
区
単
位
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
そ
の
中
で
若
者
参
画

が
重
要
。
ま
ず
は
1
つ
の
校
区
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
、
校
区
単
位
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
い
て
実
証
的
な
取

組
を
行
い
、効
果
や
課
題
を
検
証
し
て
は
。

答 

小
学
校
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
は
難
し
い
。

町
長 

非
常
に
ハ
ー
ド
ル

が
高
い

電
子
回
覧
板
の
導
入
を

問 

回
覧
板
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
け
る
重
要
な
情

報
伝
達
手
段
で
あ

り
、
町
も
積
極
的
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
配
布
は
町
内

会
役
員
の
負
担
も

校区単位
コミュニティが必要

町長  今後必ず必要
になる

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

電子回覧板
（デジ町 町内会HPから引用）

•�

敬
老
会
の
校
区
化
及
び
世
代
間

　
交
流
型
へ
の
転
換
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

志免南小学校の「南っこ町内会」
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治
体
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答 

も
っ
と
も
っ
と
継
続

し
て
、
し
っ
か
り
と
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

問 

未
来
を
担
う
子
ど

も
達
の
教
育
に
お
い
て
、

男
女
共
同
参
画
推
進
の

必
要
性
と
、
女
性
の
意

思
決
定
の
場
の
共
有
の

必
要
性
の
展
望
は
。

生
活
で
は
約
7
割
が
男
性
優
位
と
回

答
。

問 

男
性
優
位
と
感
じ
な
い
と
の
回
答

が
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
教

育
を
担
わ
れ
て
い
る
学
校
教
育
の
場
。

中
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
。

答 

生
徒
全
体
の
約
8
割
に
、
男
女
平

等
の
意
識
が
着
実
に
浸
透
し
て
い
る
。

問 
男
女
共
同
参
画
視
点
に
立
っ
た
、

幼
児
期
教
育
の
充
実
し
た
取
組
み
は
。

答 

性
別
で
の
色
分
け
や
順
番
、
呼
名
、

区
別
や
決
め
つ
け
を
し
な
い
等
の
配
慮
。

問 

学
校
教
育
に
お
け
る
取
組
み
は
。

答 

小
学
校
高
学
年
の
社
会
や
、
中
学
三

年
生
の
社
会
科
公
民
分
野
で
、
男
女
共

同
参
画
の
理
念
を
意
識
し
た
教
育
を
歴

史
背
景
や
、
日
本
国
憲
法
の
平
等
の
原

則
を
も
と
に
継
続
的
に
学
ん
で
い
る
。

問 

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
関
係
団
体

へ
の
支
援
の
取
組
み
は
。

答 

30
町
内
会
の
う
ち
、
6
町
内
会
が
女

性
の
会
長
で
あ
る
。

問 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
こ
と
で
、

女
性
男
性
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
は
。

答 

毎
年
6
月
の
全
国
的
参
画
週
間
に
、

事
業
所
向
け
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
や
、

男
性
の
家
庭
参
画
、育
児
参
画
の
啓
発
。

問 

現
在
の
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
確

認
。
先
ず
は
、移
動
手
段
つ
い
て
は
。

答 

「
の
る
ー
と
志
免
」を
5
台
に
増
車

し
、高
齢
者
に
限
ら
ず
全
世
代
が
利
用
。

問 

次
に
、
買
い
物
支
援
に
つ
い
て
は
。

答 

介
護
サ
ー
ビ
ス
、介
護
予
防・日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
、
民
間
サ
ー
ビ

ス
や
地
域
資
源
を
組
合
せ
て
実
施
し

て
い
る
。

問 

3
つ
目
、見
守
り
支
援
状
況
は
。

答 

買
い
物
支
援
と
重
複
す
る
部
分
と
、

新
聞
配
達
や
電
気・
ガ
ス
検
針
等
を
行

う
際
の
見
守
り
、
町
内
会
と
の
連
携

を
含
め
た
取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

次
に
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て

は
。

答 

大
き
く
4
つ
の
事
業
を
実
施
。
1
つ

が
、各
公
民
館
で
月
1
度
開
催
し
て
い
る

「
う
き
う
き
ル
ー
ム
」で
、
様
々
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
令
和
7
年
度
は
延
べ

3
8
4
5
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
そ
の

他
3
つ
の
事
業
を
加
え
た
、
4
つ
を
連

携
さ
せ
な
が
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
を
推
進
。

問 
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
広
場
の
利
用
状
況
は
。

答 

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
本
年
4
月

1
日
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
協
会
加
盟
団
体
は

全
額
免
除
。
そ
の
他
団
体
は
、
昨
年
同

様
の
50
％
減
免
に
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

答 

事
故
や
不
審
者
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク

が
あ
る
た
め
、原
則
現
行
維
持
と
考
え
る
。

問 

親
の
許
可
が
あ
れ
ば
校
区
外
移
動
も

可
能
と
も
あ
る
が
、
許
可
証
が
あ
る
訳

で
も
な
く
、
私
に
は
理
解
不
能
。
少
な

く
と
も
町
内
は
、「
子
ど
も
が
安
心
し
て

移
動
で
き
る
町
づ
く
り
」へ
、
舵
を
取
る

べ
き
と
思
う
が
、町
長
の
見
解
は
。

答 

私
も
議
員
が
言
わ
れ
る
通
り
だ
と
思

う
。
し
か
し
、
交
通
事
故
、
不
審
者
の
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、こ
の
ル
ー
ル
は

目
安
と
捉
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

問 

各
課
の
説
明
を
聞
い
て
、
高
齢
者
支

援・
対
策
は
、
十
分
と
の
認
識
は
あ
る
か
。

答 

高
齢
者
の
支
援
が
少
な
い
と
、
私
も

常
々
考
え
て
い
る
。

町
長 

原
則
を
守
り
な
が
ら

柔
軟
に
対
応

子
ど
も
が
安
全
に
移
動

で
き
る
町
へ

問 

小
学
生
の
校
区
外
移
動
を
禁
止
す
る

と
い
う「
謎
の
ル
ー
ル
」は
何
か
。

答 

一
律
に
禁
止
で
は
な
く
、
校
区
外
へ

は
原
則
大
人
と
一
緒
に
行
動
と
す
る
も
の
。

問 
こ
の
ル
ー
ル
は
、
子
ど
も
の
行
動
範

囲
を
狭
め
、
自
主
性
を
育
む
観
点
か
ら

不
要
と
思
う
が
、撤
廃
す
る
考
え
は
。

高齢者支援の
さらなる充実を

町長  施設料等を含め
諸々を検討する

稻い
ね

永な
が 

義よ
し

美み 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

なぜ男女共同参画推進
が必要か

教育長  男女共同参画は
基本的人権の尊重

男女共同参画週間ポスター

笑顔溢れる高齢者

元気に遊ぶ子どもたち
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大
変
意
義
深
い
取
組
で
あ
る
と
認
識
。

実
施
時
期
等
の
条
件
踏
ま
え
、
教
育
的

効
果
を
十
分
に
精
査
し
、
各
学
校
の
教

育
課
程
と
の
整
合
性
を
図
り
検
討
す
る
。

問 

貴
重
な
機
会
を
創
出
す
る「
ア
ジ
ア

太
平
洋
こ
ど
も
会
議
」に
近
隣
自
治
体
で

あ
る
志
免
町
が
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

に
つ
い
て
町
の
見
解
は
。

答 

国
際
交
流
の
観
点
か
ら
子
ど
も
達
の

成
長
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
素

問 

急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
外

国
人
住
民
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

一
員
と
し
て
共
生
す
る
時
代
。
誰
も

が
国
際
理
解
を
深
め
視
野
を
広
げ
る

必
要
が
あ
る
。
隣
市
に
て
産
官
民
一

体
で
取
組
む「
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も

会
議・
イ
ン
福
岡
」の
周
知
や
積
極
的

に
活
用
し
て
は
。
過
去
に
は
積
極
的

な
活
用
の
実
績
が
あ
る
。
な
ぜ
継
続

さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答 

当
時
住
民
主
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

理
解
や
多
文
化
共
生
の
視
点
は
益
々
重

要
に
な
る
と
認
識
す
る
。
給
食
に
多
様

な
国
の
郷
土
料
理
、道
徳
科
の
充
実
等
の

工
夫
。
中
2
対
象
の
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際

交
流
。小
学
生
対
象
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議
」の

主
な
目
的
は
子
ど
も
同
士
の
国
際
交
流
、

異
文
化
理
解
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む

こ
と
、そ
し
て
将
来
の
国
際
的
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
。
子
ど
も
主
体
の
事
業
で
あ
る

機
会
に
な
る
。
積
極
的
に
活
用
し
て
は
。

ブ
リ
ッ
ジ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
小
学
校

へ
の
周
知
に
つ
い
て
。

答 

大
変
意
義
あ
る
取
組
と
認
識
し
て
い

る
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
参
加
型
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
町
民
の
国
際
交
流
を
深
め

る
有
効
な
手
段
と
捉
え
る
。
今
後
も
学

校
と
連
携
し
、
チ
ラ
シ
配
布
等
周
知
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

問 

ス
ク
ー
ル
ビ
ジ
ッ
ト
参
加
の
検
討
に

岩い
わ

下し
た 

多か
ず

絵え 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

答 

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
の
組
み
方
を
工
夫

す
る
こ
と
、
で
き
る
ま
で
の
過
程
を
小

さ
な
段
階
に
分
け
て
成
功
体
験
を
積
ま

せ
る
こ
と
、
友
達
同
士
の
助
言
を
生
か

し
た
学
び
合
い
を
促
す
な
ど
に
取
り
組

み
、
安
心
し
て
参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
図
っ
て
い
る
。

問 

志
免
町
在
住
の
外
国
籍
の
人
数
、

世
帯
数
及
び
小
中
学
校
の
在
校
生
は
。

答 

志
免
町
在
住
の
外
国
籍
の
人
数
は

1
0
2
1
人
、
世
帯
数
は
5
8
3
世

帯
、小
学
生
が
52
人
、中
学
生
は
5
人
。

問 

言
語
面
に
起
因
す
る
課
題
や
学
校

生
活
に
お
け
る
支
障
は
な
い
か
。
ま

た
、
日
本
語
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童・生
徒
へ
の
支
援
体
制
は
。

答 

日
常
的
に
日
本
語
面
で
の
困
り
ご
と

や
、
学
校
生
活
上
の
支
障
が
な
い
か
、
丁

寧
に
把
握
し
て
い
る
。
支
援
体
制
に
つ

い
て
は
、
家
族
に
日
本
語
が
理
解
で
き

る
者
が
お
り
、
日
常
会
話
程
度
の
理
解

が
可
能
な
児
童・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
担

任
や
学
習
支
援
員
を
中
心
に
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
語
の
個
別

指
導
を
必
要
と
す
る
児
童・
生
徒
は
計
13

名
在
籍
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本

語
習
得
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
特
別
な
教
育

課
程
を
編
成
、
指
導
計
画
を
作
成
し
、
計

画
的
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

日
本
語
支
援
、
多
言
語
対
応
、
地
域

連
携
を
含
め
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

答 

日
本
語
指
導
体
制
の
充
実
に
加
え
、

多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供
の
あ
り
方
の

検
討
、
地
域
の
関
係
団
体
等
と
の
連
携

を
視
野
に
入
れ
た
、
よ
り
包
括
的
な
支

援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

た
い
。

町
長 

何
か
寄
り
添
っ
た

き
っ
か
け
づ
く
り

運
動
が
苦
手
な
子
ど
も

へ
の
支
援
は

問 

体
育
授
業
以
外
で
の
日
常
的
運
動
機

会
の
確
保
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答 

学
校
で
は
短
時
間
で
も
体
を
動
か

せ
る
よ
う
、
外
遊
び

を
推
奨
す
る
期
間
の

設
定
や
始
業
前
の
運

動
場
開
放
な
ど
に
取

り
組
み
、
日
常
的
な

運
動
機
会
の
確
保
を

図
っ
て
い
る
。

問 

運
動
が
苦
手
な

児
童・
生
徒
へ
の
支

援
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

外国籍の子ども達の
教育環境は

教育長  包括的な
支援体制の検討

牟む

田た

口ぐ
ち 

武た
け

史ふ
み 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

志免中央小学校

全国体力測定の推移（文部科学省資料）
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な
い
の
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
が
。

答 

町
が
進
む
方
向
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
、し
っ
か
り
周
知
し
て
い
く
。

つ
い
て
の
考
え
は
。

答 

子
ど
も
大
使
が
小・
中
学
校
を
訪
問

し
日
本
の
子
ど
も
達
と
1
日
交
流
す
る

活
動
は
、
わ
が
町
の
児
童
生
徒
に
と
り

問 

第
6
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

及
び
第
3
期
総
合
戦
略
が
、
2
年
の

歳
月
と
2
0
0
0
万
円
以
上
の
費
用

を
か
け
て
完
成
し
た
。

　

私
は
、
い
い
も
の
が
で
き
た
と
評

価
し
て
い
る
が
、作
っ
た
側
の
評
価
は
。

答 

計
画
策
定
の
段
階
で
、
町
民
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
小
中
高
校
生
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
多
様
な
意

見
が
反
映
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

総
合
計
画
と
総
合
戦
略
を
一
体
的

に
整
理
す
る
こ
と
で
取
組
の
重
点
化

や
実
効
性
の
向
上
を
図
り
、
行
政
運

営
の
指
針
と
し
て
明
確
性
も
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

問 

後
期
計
画
で
は
、「
子
ど
も
の
健
全

育
成
を
推
進
す
る
」が
、「
子
ど
も
」の

健
全
育
成
を
支
援
す
る
」と
な
っ
て
い

る
な
ど
、「
支
援
す
る
」と
い
う
言
葉
が

目
に
つ
く
が
、そ
の
意
図
は
。

団
体
が
中
心
に
、
交
流
事
業
を
実
施

し
て
い
た
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
等
、
受
入
れ
体
制
が
困
難
な

こ
と
や
活
動
負
担
増
大
等
の
影
響
に

よ
り
解
散
し
た
経
緯
が
あ
る
。

問 

子
ど
も
達
の
国
際
感
覚
や
多
様
性

を
尊
重
す
る
姿
勢
を
育
む
た
め
の
教

育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

答 

外
国
籍
の
児
童
生
徒
が
年
々
増
加

傾
向
。
学
校
教
育
に
お
け
る
異
文
化

答 

こ
の
総
合
計
画
で
は
、
み
ん
な
で
未

来
を
つ
く
る
ま
ち
と
い
う
将
来
像
の
も

と
で
、
行
政
の
役
割
は
全
て
を
主
導
す

る
よ
り
も
、
環
境
整
備
や
関
係
者
の
連

携
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

主
体
の
取
組
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問 
完
成
し
た
後
期
計
画
は
4
月
1
日
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
、
議
員
に

届
い
た
の
は
5
月
で
あ
る
。
我
々
に
は

結
果
を
確
認
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
順
序
が
逆
で
は
な
い
か
。

答 

完
成
版
の
議
会
へ
の
報
告
が
遅
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
申
し
訳
な
く
、
今
後

は
よ
り
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
。

問 

基
本
計
画
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
も
、1
5
0
ペ
ー

ジ
以
上
も
あ
り
、
興
味
の
あ
る
人
に
し

か
見
て
い
た
だ
け
な
い
状
況
で
あ
る
。

が
保
護
者
、
家
族
も
関
わ
り
、
結
果
多

く
の
住
民
が
国
際
交
流
を
体
験
で
き
る

　

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
町
民
の
方
々

と
共
有
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

答 

広
報
誌
の
特
集
に
お
い
て
予
算
の
使

い
道
な
ど
と
併
せ
て
分
か
り
や
す
く
周

知
す
る
と
と
も
に
、
町
民
意
識
調
査
や

行
政
評
価
を
通
じ
て
、
計
画
の
進
捗
状

況
を
共
有
し
て
い
く
。

問 

総
合
計
画
が
行
政
運
営
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
理
由
は
。

答 

総
合
計
画
は
町
の
最
上
位
の
計
画
で

あ
り
、
そ
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
予

算
や
政
策
を
決
め
て
い
る
。

問 

言
い
換
え
れ
ば
航
海
に
お
け
る
海
図

の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
が
な
い
と
ど

こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

船
に
乗
っ
て
い
る
町
民
の
方
々
も
説
明

が
な
い
と
分
か
ら
な
い
。　

　

総
合
計
画
を
町
民
の
方
々
と
共
有
し

晴
ら
し
い
こ
と
。
周
知
徹
底
を
し
、
異

文
化
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

ス
ク
ー
ル
ビ
ジ
ッ
ト
に
は
町
も
協
力

い
た
だ
き
た
い
。

市内の国際交流事業
積極活用を

総合計画を議会と
町民で共有を

町長  異文化理解を深める
良い機会

町長  最高位の計画
しっかり周知する

稲い
ね

永な
が 

隆た
か

義よ
し 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

総合計画表紙

総合計画QR

ホームステイ宅にて子ども
たちだけでクッキング

こども大使と餃子作り体験

ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議・イ
ン
福
岡
と
は

　
1
9
8
9
年
に
福
岡
市
で
始
ま
っ
た
国

際
交
流
事
業
で
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
招
き
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

各
種
交
流
活
動
を
通
じ
て
相
互
理
解
と
友

好
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
。
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4
か
所
を
視
察

◦�

4
月
24
日
は
、
町
内
に
点
在
す
る
文
化
財
施
設
4
か
所
を
視
察
。
収

蔵
保
管
場
所（
向
ケ
丘
、
東
公
園
台
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）、

文
化
財
整
理
事
務
所（
吉
原
）

◦�

5
月
12
日
は
、視
察
結
果
を
踏
ま
え
、議
員
同
士
で
意
見
交
換
し
、竪

坑
櫓
を
中
心
と
し
た
産
業
遺
産
を
強
調
し
た
歴
史
資
料
館
が
よ
い
の

で
は
と
い
っ
た
意
見
等
が
出
さ
れ
た
。
歴
史
資
料
館
の
必
要
性
を
確

認
し
た
。

◦�

6
月
1
日
は
、
令
和
4
年
3
月
に
作
成
さ
れ
た「
志
免
町
歴
史
資
料

館（
仮
称
）建
設
に
関
す
る
庁
内
検
討
会
議
報
告
書
」に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
。
ま
た
、
令
和
5
年
6
月
議
会
か
ら
令
和
7
年
3
月
議

会
ま
で
の
議
事
録
で
は
計
12
回
に
及
び
、
歴
史
資
料
館
設
置
の
必
要

性
が
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

町
長
が
方
向
性
を
示
す
と
答
弁

　

�　
出
席
さ
れ
た
町
長
か
ら
は
、
歴
史
資
料
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
国

の
補
助
制
度
が
一
切
な
く
、
予
算
確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
の

認
識
が
示
さ
れ
た
。
歴
史
資
料
館
を
単
独
で
建
設
す
る
の
か
、
ま
た

は
シ
ー
メ
イ
ト
の
大
規
模
改
修
に
併
せ
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
も
含
め

て
で
き
な
い
の
か
、
今
後
、
検
討
し
て
令
和
8
年
度
中
に
で
き
る
だ

け
早
期
に
、方
向
性
を
委
員
会
へ
示
す
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

歴
史
資
料
館
は
必
要
？

点
在
す
る
文
化
財
施
設

総務文教常任委員会 開催日　4月24日、5月12日、6月1日

向ケ丘歴史資料室分室

ふれあいセンター敷地内  図書館下収蔵庫

東公園台  産業遺産収蔵庫

吉原文化財整理事務所
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こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組

◦�

家
庭
向
け
支
援
：
E
C
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業（
脱

炭
素
行
動
へ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
）、
省
エ
ネ
家
電
購
入

補
助
。

◦�

食
品
ロ
ス・資
源
化
：
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
、「
て
ま
え
ど

り
」の
啓
発
、家
庭
か
ら
の
廃
食
用
油
回
収
。

◦�

環
境
啓
発
：
シ
ー
メ
イ
ト
や
役
場
へ
の
懸
垂
幕
設
置
、

子
ど
も
環
境
作
品
展
の
開
催
。

　
志
免
町
が
令
和
4（
2
0
2
2
）年
に
宣
言
し
た「
2
0
5
0
年

に
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
」の
実
現
に
向
け
、5
月
12
日
、生

活
安
全
課
よ
り
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、詳
細

な
調
査
を
行
っ
た
。
行
政
が
進
め
る
公
共
施
設
の
脱
炭
素
化
と
、

町
民・事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
の
支
援
策
の
両
面
か
ら
実
態
の
確
認

を
し
た
。

計
画
の
進
捗
と
目
標
達
成
へ
の
課
題

　
本
町
の
公
共
施
設
に
お
け
る
C
O
2（
二
酸
化
炭
素
）排
出
量
は
、

町
が
契
約
し
て
い
る
九
州
電
力
の
排
出
係
数
の
影
響
を
大
き
く

受
け
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
今
後
、
小
中
学

校
体
育
館
へ
の
空
調
設
置

に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
目
標
達
成
に

向
け
て
は
、
特
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
多
い「
シ
ー

メ
イ
ト
」等
の
電
力
を
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
へ

切
り
替
え
る
検
討
を
進
め

る
な
ど
、
新
た
な
取
組
が

必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
行
政

の
取
組
と
あ
わ
せ
、
家
庭

向
け
に
は
身
近
な
脱
炭
素

行
動
を
支
援
す
る
施
策
を

継
続・拡
充
し
て
い
く
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
会
の
質
疑
応
答

Q�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
電
力
へ
の

切
替
え
は
、
な
ぜ
排
出
量
削
減
に
つ
な

が
る
の
か
？

A�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
電
力
は
、

発
電
時
に
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い

電
源
で
あ
り
、
排
出
係
数
を
低
減
ま
た

は
ゼ
ロ
に
で
き
る
た
め
、
直
接
的
な
削

減
に
寄
与
す
る
。

Q�

町
内
事
業
者
や
中
小
企
業
と
の
連
携
、

独
自
の
支
援
策
の
現
状
は
？

A�

包
括
連
携
協
定
締
結
企
業
と
の
協
力
は

進
ん
で
い
る
が
、
町
内
中
小
企
業
と
の

連
携
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
他
自
治

体
の
事
例
も
参
考
に
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催

や
情
報
提
供
を
検
討
し
た
い
。
町
独
自

の
省
エ
ネ
支
援
に
つ
い
て
も
今
後
の
課

題
と
し
て
い
る
。

Q�

E
C
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
参
加
状
況

は
？

A�

参
加
率
は
糟
屋
地
区
の
中
で
も
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

委
員
会
よ
り

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
は

「
行
政
に
よ
る
大
規
模
施
設
で
の
率
先
し

た
取
組
」と「
町
民・事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

の
き
め
細
か
な
支
援
」の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
実
効
性
の

あ
る
施
策
を
加
速
さ
せ
る
よ
う
要
請
を

行
っ
た
。

厚生建設常任委員会

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
実
現
に
向
け
た
取
組
と
展
望

開催日　5月12日、6月1日

横断幕（シーメイト）

子どもたちの環境作品展

て
ま
え
ど
り

　
購
入
し
て
す
ぐ
に
食
べ
る

場
合
に
、商
品
棚
の
手
前
に
あ

る
商
品
等
、販
売
期
限
の
迫
っ

た
商
品
を
積
極
的
に
選
ぶ
購

買
行
動
。
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令和8年7月中旬に
提言書を提出することに決定
　今までの委員会審査を踏まえ、提言書（素案）に
ついて、各委員へ意見を求めると共に、修正箇所
の確認を2回実施。
　修正等を加えた提言書（素案）の確定版の最終確
認を全委員でおこない、令和8年7月中旬に提出す
ることを決定。

令和8年 第3回 定例会（6月議会）
　会期は6月5日から12日までの8日間とする。
　一般質問は8名。また、議案付託は2議案。人事
案件は農業委員会委員の任命12件が最終日に提
案される。

�地域経営のための議会改革度調査 
2025ランキング
　早稲田大学デモクラシー創造研究所が実施する

「議会改革度調査2025」が公表され、志免町議会
の順位は、全国229位、福岡県内5位という結果
だった。

�クールビズ実施
 　議会運営に関する申し合わせの見直し、視察受
け入れ対応、クールビズの実施などについて協議
した。

　「特別会計」について研修会を行い、知識を習得
し、議員スキルの向上をはかった。

特別会計を研修
• 国民皆保険制度について…医療保険の種類等
• �国民健康保険特別会計について…加入手続き、

保険税の算出方法、他の医療保険との違い等
• 各項目の用語説明や仕組み等について

＊�今回の研修会資料は、今後の用語解説資料とし
て活用することを委員会で確認した。

しめ議会だよりのマニュアルを
見直し、改訂
　議会だより第116号の作成に向けて、令和8年3
月定例会終了後から7回の委員会を開催し、5月1
日に発行した。
工程　委員会1回目、2回目、3回目（入稿）
　　　委員会4回目（チェック）1校正
　　　委員会5回目の考察（チェック）2校正
　　　委員会6回目（チェック）3校正
　　　委員会7回目【最終稿】
◦�表紙は、4月10日に志免中央小学校へ入学した、

笑顔あふれる新一年生の写真を採用した。
◦�3月定例会で審査した令和8年度当初予算を6

ページにわたり特集し、今回も「当初予算及び町
政運営」をテーマに、町長と議長による対談記事
を掲載した。

◦�6月2日に開催した広報委員会では、「しめ議会
だより」記事の訂正や誤りを無くすため、広報
マニュアルの内容を見直し、改訂を行った。

シーメイト調査研究
特別委員会

議会運営
委員会

予算常任
委員会

議会広報
常任委員

開催日
5月12日、6月2日

開催日
6月1日

開催日
5月12日、6月2日

開催日  3月23日、24日、26日、
4月3日、13日、17日、20日

シーメイト・竪坑櫓と共に

研修会資料
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志免町議と語る会
　4月18日 に「 志 免 町 議 と 語 る 会 〜 改 革 の 軌 跡
〜」を開催し、議会改革の取組みや各委員会の活
動を報告した後、テーマである「志免町議会につ
い て 」65名 の 参 加 者 と 意 見 交 換 を 行っ た。 各 グ
ループで活発な意見が交わされ有意義な語る会と
なった。
　また、アンケートでは「議員になりたい」と回答
した方が8名いた一方、議員になりたくないとの
意見には「仕事や家庭との両立」「議員報酬」への不
安や課題も多く寄せられた。また、「どのような環
境であれば議員に挑戦しやすいと思いますか」と
いう問いに対しては、「議員報酬の見直し」を求め
る意見が多く見られた。
　今後も開かれた議会を目指し、町民の皆さまと
の対話を大切にしながら議会活動に取り組んでい
く。

視察研修
　4月27日に葉山町議会、28日に寒川町議会を視
察し、議員報酬の考え方や通年議会、住民との意見
交換、主権者教育など先進的な議会改革の取組に
ついて研修を行った。
　両議会の事例から、議会活動の見える化や住民
参加の推進、政策形成機能の強化について多くの
示唆を得た。

今後の委員会の取組み
　語る会でいただいたご意見や視察で得た知見を
踏まえ、今後の委員会活動では、議員報酬に関する
専門的知見の活用、通年議会の導入検討、イベント
等を活用した広聴機能の強化、議会広報・情報発信
の強化を重点的に進める。
• �葉山町議会及び寒川町議会で導入されている通

年議会については、議会の機動性や自律性の向
上につながる制度として、志免町議会における
導入の可能性について調査研究を進めていく。

• �オープントークカフェやイベントを活用した広
聴活動など町民の皆さまの声をより幅広く伺う
ことができる仕組みづくりについて検討してい
く。

• �議会広報や情報発信についても、議会活動をよ
り身近に感じていただけるような広報ツールや
情報発信の充実について研究を進め、議会活動
の見える化と町民理解の向上に努めていく。

葉山町議会の皆さまと

寒川町視察研修の様子

 議会改革特別委員会 開催日  4月3日、5月12日、6月2日

進行役の議員

ワークショップの様子

議会改革委員長報告
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政務活動費って何？

お金は適正に使われている？

議員が行う、まちの課題解決のための調査研究、議員力を高めるた
めの活動を行うために、志免町より議員一人に対して月額2万円が
交付されるものです。

政務活動費を公表します
令和7年度（4月～3月）分 政務活動費　どう使ったか公表します

令和7年度（4月～3月）政務活動費報告
＊条例に基づく交付限度額は24万円です。� （円）

荒牧　 裕樹 53,530 稻永　 義美 106,590 佐藤　 貴士 136,262
野中　 秀樹 154,000 安河内 祐子 203,299 稲永　 隆義 240,000
岩下　 多絵 240,000 小森　 弘美 240,000 藤瀬　 康司 207,091
丸山　 卓嗣 240,000 牟田口 武史 176,004 丸山 真智子 240,000
大西　 　勇 240,000

志免町議会では、申告書類及び1円からの領収書が必要で、不用額
（未使用の額）はすべて町に返還されます。

令和7年度の主な使いみち
研究研修（一部）
◦輝け！ 議会対話による地方議会活性化
◦第1回 市町村長等・議会議員特別セミナー
◦市町村議会議員研修「社会保障・社会福祉」
◦市町村議会議員研修「防災と議員の役割」
◦市町村議会議員研修「人口減少における地域の課題」
◦�議会・議員の未来、治水・防災減災の未来、地域福祉の未来
　（認知症・介護）
◦�人口減少特別フォーラム「自治体経営の真実×議会質問の極意―
副市長だから語れる裏側」
◦�新人議員基礎研修「初動で決まる信と影響力、予算決算を読み解
く、議員力を上げる！ 政策立案と影響力、影響力のある議員に
なる議会制度の知識

その他
◦資料作成費（機器、インク、用紙、文具類等）
◦資料購入費（政治活動に必要な新聞や資料等）
◦広報費（SNSや活動報告紙作成）

これからも、議員一同志免町のために研鑽
を重ねてまいります！

詳細は
ホームページで
ご覧ください
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  テーマ  　�令和8年度 第1回 市町村等・ 
議会議員特別セミナー

講師　鹿児島県日置市　市長  永山 由高 氏　他3名

日時・会場　�4月20日～21日 
全国市町村国際文化研修所

　各分野で活躍中の講師より、改めて現代社会を捉え
直すとともに、今後のわがまちの未来や地方行政に
求められる役割について多角的に学びました。特に、
人口5万人以下都市、日置市の対話と挑戦で切り拓い
た市長の未来戦略は、今後の議員活動に活かしてい
きたいと思いました。
� 参加議員　丸山（真）・小森

  テーマ  　どう創る？ 開かれた議会
講師	 ●北海道 鷹栖町議会議員　　青野　 敏 氏
	 ●北海道 登別市議会前議長　辻 ひろし 氏
ワークショップ
	 ファシリテーター：輝け！ 副代表  川崎 英彦 氏
日時・会場　�令和8年5月16日（土） 

サンレイクかすや（粕屋町）

　鷹栖町議会や登別市議会における議会広聴・広報の
先進的な取組について講話を受けるとともに、ワー
クショップでは参加者同士で意見交換を行いました。
研修で得た知見を、今後の議会改革や議会広報紙の
充実に役立てていきます。
参加議員　丸山（真）、牟田口、岩下、安河内、佐藤、荒牧

6月定例会が閉会いたしました。
　これまでも議会改革の一環として、「開かれた議会」を目指し、適
正でスマートな議会運営に取り組んでまいりました。今議会では特
に、一般質問や委員会での質疑・答弁のあり方に着目しておりました。
　議会でのやり取りは、当事者同士だけでなく、町民の皆さまをは
じめ、議会を見聞きする方々にも分かりやすく伝わることが大切で
す。そのため、今議会終了後には、議会と執行部双方で、より明確で
分かりやすい質問と適切な答弁の重要性を改めて確認いたしました。
　今後も「何を聞き、何を答えているのか」が誰にでも、分かりやす
く伝わる開かれた議会運営に努めてまいります。

6月議会を振り返って

議長活動報告
　令和8年3月～令和8年5月　

日　程 件　名
3月 7日 水鉛公民館竣工式

8日 文化協会芸能祭
13日 中学校卒業式
17日 小学校卒業式
30日 糟屋郡5町ブロック廃棄物対策協議会

4月 3日 宇美町志免町衛生施設組合議会
5日 志免町消防団交替式
9日 中学校入学式

10日 小学校入学式
22日 糟屋地区議長会
22日 スポーツ協会総会（副議長代理出席）

議員研修報告

日　程 件　名
4月 24日 シニアクラブ連合会総会

26日 文化協会総会
5月 11日 粕屋南部消防組合議会

12日 粕屋南部消防組合救助技術展示訓練
16日 町内中学校体育会
20日 県町村議長会役員視察研修（20～21日）
22日 志免町商工会総代会
23日 町内小学校運動会
25日 全国議長会研修（25～26日）
27日 シルバー人材センター設立20周年記念式典
29日 志免町町内会連合会役員会歓送迎会

議長　
丸山 卓嗣

しめ議会だより◦第117号（令和8年8月1日）しめ議会だより◦第117号（令和8年8月1日）1919

議長活動報告



◦発　行　福岡県志免町議会　
◦編　集　議会広報常任委員会（〒811-2292 福岡県糟屋郡志免町志免中央1丁目1-1）
◦発行日　令和8年8月1日　　　◦印　刷　株式会社三光

NO.

117
見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

しめ議会だより

編　集　後　記
　広報委員として2年間、町民の皆さまに「伝わる」紙面を目
指し、試行錯誤を重ねてきました。視察で得た各地の知見を
町政に反映し、「きっと志免は今より面白くできる」という想
いをカタチにするため、広報の力で皆さまと議会を繋ぐ架け
橋となり、全力で走り抜けます。� 野中 秀樹

発行責任者	 議長　丸山 　卓嗣

委　員　長　荒牧 　裕樹
副 委 員 長　小森 　弘美
委　　　員　丸山 真智子　　　野中 　秀樹
　　　　　　藤瀬 　康司　　　佐藤 　貴士
　　　　　　安河内 祐子　　　稻永 　義美

議会広報常任委員会

議会の情報を
発信中！

いいね!　　志免町 志免町シルバー人材センター

志免町シルバー人材センターの現状

　会員数は6月22日現在247名(男性144名、女性103名)。
最高で400名近くの会員が在籍していたころから比べる
と約6割に減少している。
　主な要因としては、定年延長や定年後の再雇用により、
退職時年齢が高齢化してきていること。そのため、入会時
の年齢が70代半ばの方が多い。会員の平均年齢は年々上
がり、令和7年度末で78.3才となっている。加齢や病気を
理由に退会していく会員はなかなか下げ止まらない。

課題について

●�会員数の減少に歯止めをかけ、会員数を増やしていくこ
と。会員が増えれば請け負える仕事の種類も増え、それ
によりさらに会員が増えるという好循環を生み出して
いきたい。

●�高齢により、体を動かす作業をすることが難しくなった
会員でもできるような仕事を創出できないか。

●�女性会員数の拡大は全国的な目標でもある。女性が就
業しやすい仕事の種類を増やせないか。

 今後の展望について
　全国シルバー人材センター事業協会が行った調査研究
により、シルバー人材センターでの就業がフレイルの発生
に抑制効果があることが立証された。シルバー人材セン
ターでの就業が医療費抑制や介護予防に効果があるとい
うことで、その存在意義がより高まっていくと思われる。
　会員が安心して就業できる環境作りだけではなく、シル
バー人材センターはこんなこともできるのかという良い
意味で驚かせることができるようなことに取り組んでい
きたい。

議会や町に期待すること

　志免町シルバー人材センターの事業実績の約7割が志免
町からの受注によるものです。今後もシルバー人材セン
ター事業にご理解を賜り、情報交換を密にして、シルバー
人材センターの発展につながるような施策の提案をして
いただけたらと思っております。
　また、介護予防・日常生活支援総合事業による家事支援
サービスの受注件数が年々減ってきていますが、サービス
利用者を対象としたアンケートでは仕事ぶりを高く評価
していただいており、新規の発注をお願いしたいと思って
います。
　

　

議会より
　人生100年時代、シルバー人材センターでの就業が、フ
レイル予防になり介護予防や医療費抑制につながっていま
すので、会員を増やすことや就業先の拡大に力を入れてい
ただきと思います。議会としても支援してまいります。

Instagram Facebook YouTube

職員の皆さま職員の皆さま

お気軽に傍聴にお越しください。お知らせ 9月4日予定TEL 935-1262　FAX 935-7070TEL 935-1262　FAX 935-7070
メールアドレス　gikai@town.shime.lg.jpメールアドレス　gikai@town.shime.lg.jp 議会事務局は町役場4階です。議会事務局は町役場4階です。

　議会だより116号において、P11の「保険税率改正」の金額について誤りが
ございました。お詫び申し上げます。
 訂正内容 	【誤】 均等割　1万円	 ➡	【正】 千円
	 【誤】 平等割　1万5千円	➡	【正】 千5百円

お詫びと訂正

次回の

定例会は

シーメイトなかよしパークでかき氷、ピザなど販売中

たてこう房レガロ


